
 

 

 

 

 

宇宙からはじまる、わたしたちの「みらい学習」  

一歩上の自分へ、そして一歩先の未来へ  

令和8年度がスタートしました。 今、世界では約54年ぶりに、人が乗った宇宙船が月のまわりを飛ぶ挑戦

が行われています。NASAの「アルテミス2」ミッションです。宇宙船は月の裏側に近づき、人類がこれまで到

達した中で最も遠い場所へと進みました。 

 宇宙でくらすためには、限られた水や空気、エネルギーを大切にし、仲間と協力することが必要です。これは遠

い宇宙の話ではありません。 私たちの暮らす地球、そして妙高の暮らしと深くつながっています。 

 

■妙高で学ぶ「持続可能な生き方」 

 本校の子どもたちは、地域とともに学んでいます。 

 昨年度4年生は、内川の源流である黄金清水を訪れ、水がど

のように生まれ、守られてきたのかを学びました。６年生は、妙高

の特産品であるかんずりづくりに関わり、３年という時間をかけ

て完成する食文化の価値に触れます。 そして、妙高の雪は、厳し

さと恵みの両面を持ちながら、私たちの暮らしと自然環境を支え

ています。 

 これらの学びはすべて、「限りあるものを大切にすること」「自然とともに生きること」「人とつながること」 

を実感する学びです。 

 

■令和8年度「みらい学習」の新たなかたち 

 本年度、本校は斐太北型イエナプラン教育の創造に向け、みら

い学習をさらに進化させます。 

 「自分で選び、自分で進め、つながりながら深める学び」です。 

 低・中・高学年のまとまりの中で、 

・地域とともに問いを立てる 

・自分のペースで学びを進める 

・異学年で学び合う 

といった学びを展開していきます。 
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ＥＳＤだより
令和 ８年 ４月 １０日 第１号 

1，2年生 朝のサークル対話の様子 

3・4年生31名で、学
年部目標を話し合ってい
るところです。「笑顔」「チ

ャレンジ」「協力」というキ
ーワードが出てきました。 
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 また、年2回、全校で単元内自由進度学習を取り入れた学びを実践します。子ども自身が学び方を選び、試

し、振り返る中で、「自立した学習者」としての力を育てていきます。 

外部講師として、東京学芸大学講師 奈須（佐野）亮子先生を迎え、伴走していただく予定です。 

 

■宇宙と、妙高と、わたしたち 

 宇宙での挑戦も、妙高での学びも、目指しているものは同じです。 

 それは、持続可能な社会の創り手として生きること。 

 遠い宇宙への一歩も、地域での小さな一歩も、すべて未来へとつ

ながっています。 

 4月8日（水）昼の放送「ひだきたっちラジオ」で、子どもたち

に校長からこれらの話をしました。 

 

創立151年目を迎えた本校は、これまでの歩みを大切にしながら、新しい学びへと踏み出します。 子ども

たち一人一人が、自分の学びに責任をもち、仲間や地域とつながりながら、未来を切り拓いていくことを願って

います。 

今年度も、一歩上の自分へ。教育活動におけるＥＳＤの様子、子どもたちの学び・成長を「斐太北小 ＥＳＤだよ

り」を通して、お伝えしていきます。ぜひご覧ください。 

 

 

 

ESDとは「Education for Sustainable Development」の頭文字を取った単語です。日本語
では「持続可能な社会の創り手を育む教育」と訳されます。 

ESD は、「人類が将来の世代にわたり、恵み豊かな生活を確保できる」、「現代社会における様々な問題を
各人が自らの問題として主体的に捉え、身近なところから取り組む」、「問題の解決につながる新たな価値観
や行動などの変容をもたらす」ことを目指しています。 

 

【 ESDで子どもたちは、どのように成長するか？ 】 

 ESD を通して、子どもたちは持続可能な「６つの価                                             値観」
と「７つの能力・態度」を身に
付け、学習や生活の中で実
践できることを目指します。 

「６つの価値観」「７つの能
力・態度」に関して、子どもた
ちと職員が共有できるよう
に、「ＥＳＤで斐太北小学校の
子どもたちが目指す姿」を作
成しています。 

ご家庭でも、親子でＥＳＤ
やＳＤＧｓを話題にしていただ
ければ幸いです。 

ESDに取り組むと 

どんなよいことがあるの？ 

ESDって何だろう？ 

５，６年生 新しい教室使い方や名前、
朝の会をどう進めるか等、話し合いによ
って新しい価値観を創り上げているとこ
ろです。なぜ？なんのために？と確認し
ながら自分たちで決めています。 

＜６つの価値観＞ 

１ 多様性 いろいろある   

２ 相互性 関わり合っている  

３ 有限性 限りがある       

４ 公平性 一人ひとりを大切に 

５ 連携性 力を合わせて  

６ 責任性 責任を持って   

 

＜７つの能力・態度＞ 

１ 批判的に考える力         

２ 未来像を予測して計画を立てる力      

３ 多面的・総合的に考える力    

４ コミュニケーションを行う力    

５ 他者と協力する態度          

６ つながりを尊重する態度      

７ 進んで参加する態度    


